
国語科学習指導案(略案)

平成　2　5　年　2　月1日　金曜　日　2　校暗

中　　学　　部　　C　　グ　　ル　　ー　　プ

男　子　5　人　　女　子1人　　計　6　人

場　　所　　　中　学　部　　1年　教　室

指　導　者　甫立将章(CT)　中村雄治郎(sT)

1題材　　｢登場人物の様子や気持ちを考えて読もう｣ (教材名: ｢カボチャ｣)

2　本時の学習(2/10)

(1)全体目標

登場人物の動作やせりふを正しく読み取り.友達と役割を決めて読むことができる｡

!)個別の指導 佗h柯,hﾌ)�ﾉmｩUr�

生徒 侘)¥ｨ,ﾈ轌;�ﾇh柯,ﾉmｩUr�個人目標 

A (1年,男) 兌h�/�<x-�+�,h,仆ｹj�/��○登場人物の動作やせりふを教師と一緒に探し 
もち,感想を発表すること �,H�8/�WH*�齷Zｨ*ｩ<x-ﾘ+ﾘ*)�ﾉZ�/���/�,Y�ｨ,��
ができる○ 偬�+X,I<x-�+�,h*ｨ,X*ｸ.���

B (1年,男) 傚X霾,亢8/�WH*�,�*ｨ.y[b�○動作やせりふを登場人物ごとに分類し,助詞 
を正しく読み,内容につい �,亢8/�WH*�,�*ｨ.rﾉ�8+X*ﾘ尸<x+x.�+�,h*ｨ,X*ｲ�.��ｲ�

て説明することができる｡ 

C (1年,男) 兌h�/�<x-ﾒﾈ齷Zｨ,ﾈｴ8鰓�○登場人物の動作やせりふを教師と一緒に探し 
ちや伝えたいことを整理し �,H�8/�WH*�齷Zｨ*ｩ<x-ﾘ+ﾘ*)�ﾉZ�/���/�,Yti$"�
て,発表することができる○ �,兌x+�*h.��ｨ,ﾉ�X*ｸ+8,Y<x-�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�

D 偃Xﾎｨ,h��ﾎｨ/��陌�+8+�,��○動作やせりふを登場人物ごとに分類し,担当 がら,物事や自分の気持ち �+X+ﾙ6��ｩ�ﾉZ�,ﾈｴ8鰄+�/�ﾖﾈ*h,�*ｨ.yti$(,h耳��
(1年,女) �,�,x/���.h*ﾙ�(+x+�,h*｢�,X*ｸ.��ｲ�に音読することができる○ 

E (2年,男) 兌h�/�<x-ﾒﾈ��*�.ｨ,H*"�○動作やせりふを登場人物ごとに分類し,担当 
ることについて正しく答え �+X+ﾙ6��ｩ�ﾉZ�,ﾈｴ8鰄+�/�ﾖﾈ*h,�*ｨ.yti$(,h耳��
ることができる○ �,��<x+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�

F 填t蝿,�,rﾈ�n(,ﾈ�2�○動作やせりふを登場人物ごとに分類し,担当 図を理解し,質問に即した �+X+ﾙ6��ｩ�ﾉZ�,ﾈｴ8鰄+�/�ﾖﾈ*h,�*ｨ.yti$(,h耳��
(3年,男) �>�vX/�9ｨ*h.�+�,h*ｨ,X*ｲ�.��ｲ�に音読することができる○ 

(3#繋誌E'こ当たって

生徒たちは,前時の学習で教材文を通読し,語句の意味調べや初発の感想をまとめて発表する
ことで交流を行い,学習に対する見通しをもっている｡本時では,内容の理解を深めていくため

に,登場人物ごとに動作や発言を分類する学習活動を中心に設定している｡

材･教具とのかかわりについて
文章中の注目箇所について,言葉による指示をしただけでは注目することが難しい生徒-の配
慮から,プロジェクターを使って物語文をスクリーンに映し出す｡また,生徒が作ったベーブサー
トや面を使用することで,登場人物の発言や気持ちについて想像しやすい工夫をする｡

友達･教師とのかかわりについて
物語を読む際,教師の朗読を聞くだけでなく,役割音読や群譲を取り入れることで,友達の音
読を聞くことを意識し,読む力と併せて聞く力を育てるようにする｡

自分とのかかわりについて
登場人物の動作やせりふについて,登場人物ごとに蛍光ペンで色分けする学習活動を設定する
ことで,教材と向き合いながら自分ができていることを視覚的に確認できるようにする｡

自業環境のエ

座席位置については,黒板やスクリーンが見えやすいことと併せて,生徒同士が互いの顔を見
ながら感想や意見が交換できるように工夫する｡
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(4)実際

過程 偃X,逢x�ｨ�:��指導及び支綾上の留意点 倬�{���OR�

導入 ��跖-�,ﾈ街��/�+x.���)���,ﾈｧx�/��X.云H.��ｲ�･挨拶の号令をする生徒を決め,姿勢を正し たり,教師も一緒に合図をしながら挨拶をし たりすることで,生徒が学習の始まりを意識 することができるようにする｡ ･教材文を群読することで,前時の学習を想 唸ｻ8ﾝ饉b�X7��ｸ7R�(1)黙読をする○ (2)登場人物を確認する｡ 3本時のめあてについて話 し合う○ 亢�,X*ｸ.�.h*H,�+x.�,h,h.�,痛ti$(,h耳�,��

(10分) 刳w習することを意識できるようにする〇 ･ベーブサートを用いることで,物語の登場 

人物を視覚的に認識できるようにする〇 ･板書しためあてを声に出して読むように言 葉掛けをする｡ �5H�ｸ6r�

動作やせりふを分けよう｡ 

展開 的6��ｩ�ﾉZ�,ﾉ:鞐ﾈ.(+�.�-2�･最初は群議をしながら,分類の方法を一緒 唸7h8ﾘ5x4r�

を分類する｡ �,丿ﾙDh+Rﾈｧx�,ﾉ_ｹd�.)mｩ4�/�yﾘ��+x.�+�,b�

(1)群請をしながら,動作 �*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

やせりふを登場人物ごと 啜�ﾄ8,���+X,H,ﾒ饂夷ｩ[h,ﾘ5�4�8ｨ�ｸ98,��

に分類し,印を付ける○ (2)黙読をしながら,動作 �h+X�+RﾈｾY5�+(,h,��h/�¥�*h,IUﾈ麌+x.�+��クタ- 

とで,どこの文を読んでいるか分かるように 唸5�4�8｢ﾒ�

視覚的支援を行う○ �92�
･動作やせりふを表す文に蛍光ペンで線を引 唸7h8ﾈ5ｸ92�

くように指導するoその際,登場人物ごとに �7H耳耳5h8��

色を変える様子をスクリーンに映し出すこと �985ﾈ7H6r�

で,方法の理解を促す. 唸ﾇXﾏX7�92�
･CTは生徒の発表を聞きながら,｢誰｣が｢何 唸7��ｸ7R�

をした(言った)｡｣か視覚的に分かるように �5H�ｸ6r�
ベーブサートと吹き出しを用いて板書する〇 ･STは主にAとCの活動の様子を見ながら, 唳���+R�Y6��ｩ�ﾉZ��

(35分) �.(+�.�-8/�6��ｩ�ﾉZ�+(,b�必要に応じて言葉掛けや文を指でなぞるなど 

に分類し,印を付けるo �,ﾈ辷�/�ﾗ8*H�ｲ�

(3)分類した登場人物ごと 啜"ﾄBﾄh,���+X,H,ﾒﾉti$(,ﾉJﾙUﾈ/�ﾜXﾎ2�

の動作やせりふを発表す �-ﾈ,Y[x*ﾘ+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,痛JﾙUﾈ鳧,ﾈ8ｸ�ｲ�

る○ �8ｸ/�ｦﾙDh+x.���

5役割音読をする｡ 售9�ﾉ�x/�ﾞﾈ.に$�*ｨ,x,ﾉo�/�%99h+x.�*刎"�+Xﾘx*H鳧ｭH/��ﾘ*�齷Zｨ,ﾉo�ｨH*ｨ�8�,X*ｸ.��

ようにする〇 ･登場人物の面をかぶることで,登場人物の 気持ちを考えながら読むことができるように する｡ ･読み手と聞き手,それぞれの感想を発表す る時間を設け,自分の考えや気持ちをまとめ ながら自分や友達と向き合うことができるよ うにする｡ �,ﾉl｢�

終末 塗ｧx�,ﾉ�X.云H.�/�+x.���x鵁鳧,ﾈｧx�,�,(*(,I&ﾘ.���咽�.ﾘ.�,ﾈ街��/�+x.薬�･本時の学習を振り返り,自分のできたこと 唸ｻ8ﾝ饉b�

や課題を確認できるようにする○ 唸7��ｸ7R�
･登場人物の言動が変化していることについ て問題を提起し,次時-の意欲や関心を高め ���5H�ｸ6r�

(5分) 凾驍ｱとができるようにする｡ ･挨拶の号令をする生徒を決め,姿勢を正し たり,教師も一緒に合図をしながら挨拶をし たりすることで,生徒が学習の終わりを意識 することができるようにする○ 

(5)評価

登場人物の動作やせりふを正しく読み取り,友達と役割を決めて読むことができたか｡
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